
      定例記者会見報告事項（平成 21 年 11 月 26 日） 

 

担 当 課 生涯学習課 

電話番号 ４７－１０９３ 

 

事業名等 リュウグウノツカイの利活用について 

 

１．事業の概要  

平成 21 年 11 月 20 日に捕獲された「リュウグウノツカイ」に関して、全国的にみても非常に大

きく希少な個体であることから、剥製標本にし、海とくらしの史料館に展示する。 

（捕獲状況） 

時間：平成２１年１１月２０日（金）午前９時頃 

   場所：美保関町宮谷付近の境水道 

   セイゴ釣りの最中、岸辺にぷかぷか浮かんでいるところを発見。 

   付近の釣り仲間４，５人と一緒に道端までロープで引き上げた。 

   全長：4.3ｍ 

    ※現在は、山陰旋網漁業協同組合に冷蔵保管中。 

 

２．事業の目的 

「リュウグウノツカイ」は、生態がまだよく分かっていない深海魚であり今回捕獲された個体

は、その大きさからも非常に希少な個体である。また、水族館等海洋施設の展示標本として非

常に人気の高いものであることから、剥製標本とし、希少な学術資料とするとともに、海とく

らしの史料館に展示を行い、集客力を高めることを目的とする。 

 

３．今後の事業計画 

 剥製標本にし、海とくらしの史料館に展示を行う。  

 

４．全国の主な展示状況（参考） 

 ・サンシャイン国際水族館（東京都）- 入り口付近に、液浸標本が展示されている。  

・西海パールシーリゾート（長崎県）- 水族館入口に、剥製（全長 4m）が展示されている。 

・神戸市立須磨海浜水族園（兵庫県）- 水族館三階に、液漬（全長 4m）が展示されている。 

・東海大学海洋科学博物館（東京都）- 5.18m、4.85m、30cm の液浸標本が展示されている。 

・青森県営浅虫水族館   （青森県）- 2009 年 2 月 15 日一日限定で冷凍標本が展示された。 

・マリンワールド海の中道（福岡県）- 水族館一階パノラマ大水槽の先に、標本（全長 3～4m）

が展示されている。 

 



     


